
彼
に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
「
カ
ス
・
ハ
ル
流
外
科
」
の
父
と
し
て
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
ｏ
麗
冨
『
砕
冨
日
胃
侭
①
『
は
日
本
の
医

学
史
上
も
つ
と
も
著
名
な
人
物
に
属
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
キ
リ
ス
ト
教
の
世
紀
」
に
、
イ
ベ
リ
ア
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
南

蛮
医
学
」
に
次
ぐ
最
初
の
流
派
で
、
さ
ら
に
「
紅
毛
医
学
」
が
続
き
、
そ
の
影
響
は
一
九
世
紀
の
開
国
に
至
る
ま
で
し
だ
い
に
大
き
く
な
っ
て

（
一
）

い
っ
た
。
一
六
四
九
年
か
ら
五
一
年
ま
で
滞
日
し
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
商
会
で
働
い
た
そ
の
元
祖
と
も
い
う
べ
き
カ
ス
パ
ル
は
、
後
世
に
与

え
た
影
響
を
決
し
て
知
る
事
は
な
か
っ
た
。
出
島
商
館
の
日
記
や
そ
の
他
の
文
言
は
、
彼
の
活
動
に
つ
い
て
所
々
で
触
れ
て
は
い
て
も
、
た
い

て
い
は
た
ん
に
ｏ
巨
昌
遇
昌
と
だ
け
記
し
て
あ
る
・
普
通
だ
っ
た
ら
彼
の
名
は
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
六

九
四
年
、
公
使
ア
ン
ド
リ
ー
ス
・
フ
リ
シ
ウ
ス
ン
且
鳥
ぃ
卑
邑
口
吻
と
江
戸
へ
行
き
、
徳
川
家
光
の
謁
見
を
待
っ
て
い
る
時
、
思
い
が
け
な
い

事
が
起
る
。
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
使
節
団
の
仲
間
三
人
は
、
使
節
団
が
戻
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
江
戸
に
い
る
よ
う
日
本
側
か
ら
要
請
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
彼
は
合
わ
せ
て
約
一
○
ヵ
月
、
通
常
は
き
わ
め
て
閉
鎖
的
な
国
の
政
治
的
中
心
地
に
滞
在
し
、
病
人
の
治
療
や
日
本
人
医
師
の
指
導
に

あ
た
っ
た
。
彼
は
多
大
な
報
酬
を
得
て
長
崎
へ
戻
り
、
間
も
な
く
次
の
江
戸
参
府
に
も
改
め
て
参
加
し
た
。
そ
し
て
一
六
五
一
年
秋
に
は
日
本

を
離
れ
て
い
る
。
彼
の
日
本
人
「
弟
子
」
や
そ
の
著
作
も
日
本
医
史
学
の
文
献
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
。
と
く
に
日
本
の
著
者
は
こ
れ
に
つ
い
て

詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
較
べ
る
と
、
シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
に
関
す
る
数
少
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
研
究
は
、
興
味
を
引
く
も
の
が

な
い
。
し
か
し
研
究
さ
れ
て
い
る
の
は
日
本
で
の
二
年
間
だ
け
で
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
残
り
の
人
生
や
出
身
地
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
わ
か

出
島
藺
館
医
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
生
涯
に
つ
い
て

報
罐
謹
鷲
塞
言
鍔
罎
壱
平
成
元
年
十
一
月
二
十
九
日
受
付

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
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っ
て
い
な
い
。
彼
の
正
確
な
名
前
さ
え
文
献
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
い
ろ
い
ろ
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
経
歴
に
つ
い
て
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ア
ル
ノ
ル
ト
○
言
冨
崗
冒
シ
ｇ
ｏ
匡

編
で
一
六
七
二
年
に
出
版
さ
れ
た
論
文
集
「
三
大
王
国
、
日
本
、
シ
ャ
ム
、
朝
鮮
に
つ
い
て
』
を
読
ん
で
い
て
手
掛
か
り
を
得
た
。
日
本
に
つ

い
て
は
こ
こ
で
は
元
平
戸
商
館
長
カ
ー
ロ
ン
が
お
も
に
書
い
て
い
る
。
ア
ル
ノ
ル
ト
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ー
ロ
ン
即
騨
月
ｇ
い
○
餌
『
。
旨
の
日
本

論
に
対
す
る
ヌ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ァ
ー
ゲ
ネ
ル
国
の
冒
局
匡
冒
乏
措
ｇ
９
の
注
釈
」
を
加
え
て
い
る
。
医
学
の
こ
と
は
、
商
人
で
あ
る
カ
ー
ロ

ン
に
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
、
自
分
で
も
日
本
を
よ
く
知
っ
て
い
た
ヴ
ァ
ー
ゲ
ネ
ル
が
注
を
付
け
て
い
る
。

彼
ら
の
医
師
に
関
し
て
は
、
そ
の
何
人
か
は
、
と
て
も
経
験
豊
か
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
脈
を
と
る
と
、
そ
の
人
の
病
気
が
す
ぐ
に
わ

か
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
病
気
の
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
わ
か
り
や
す
い
処
方
菱
を
書
い
た
が
、
た
い
て
い
は
錠
剤
で
あ

（
一
一
）
（
一
二
）

っ
た
。
彼
ら
は
土
決
令
詞
具
誌
９
首
に
つ
い
て
も
よ
く
知
っ
て
い
た
が
、
外
科
に
つ
い
て
は
経
験
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

百
科
全
書
的
な
野
心
を
持
っ
て
い
た
学
者
で
あ
る
編
者
ア
ル
ノ
ル
ト
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
記
述
で
は
ま
だ
不
十
分
だ
っ
た
。
彼

は
手
に
入
る
日
本
文
献
を
読
象
、
帰
郷
者
や
東
イ
ン
ド
を
知
っ
て
い
る
人
と
交
流
し
、
あ
ち
こ
ち
に
詳
細
な
注
釈
を
加
え
、
中
に
は
本
文
よ
り

も
か
な
り
長
い
も
の
も
染
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
の
注
は
、
こ
う
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
日
本
で
は
外
科
医
（
ほ
と
ん
ど
が
東
イ
ン
ド
に
や
っ
て
き
た
ド
イ
ツ
人
）
は
と
く
に
人
望
が
あ
る
。
日
本
人
が
彼
ら
を
必
要
と
す

る
と
き
は
、
自
分
の
町
に
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
こ
へ
は
他
の
人
は
（
ど
ん
な
に
望
ん
で
も
）
行
く
こ
と
も
、
そ
の
地
を
垣
間
見
る
こ
と
も

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
メ
ル
ク
ラ
イ
ン
員
①
『
・
匡
⑦
旨
氏
が
日
本
に
い
た
時
、
長
崎
の
貴
族
が
ピ
ッ
チ
で
足
を
火
傷
し
、
オ
ラ

ン
ダ
人
に
外
科
医
を
要
請
し
た
。
そ
の
時
選
ば
れ
た
外
科
医
は
他
の
外
科
医
○
冨
尉
９
号
胃
門
の
た
め
に
便
宜
を
計
り
、
傷
は
ひ
と
り
で

治
療
で
き
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
称
し
て
、
毎
日
も
う
ひ
と
り
の
医
師
を
伴
っ
た
。
そ
の
後
、
外
科
医
と
そ
の
助
手
口
員
９
‐

冨
司
耳
曾
は
二
人
の
検
使
呼
昌
ｇ
“
と
通
辞
に
伴
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
治
療
後
、
帰
途
特
別
に
毎
回
少
し
先
の
通
り
ま
で
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
メ
ル
ク
ラ
イ
ン
氏
は
、
遠
く
か
ら
で
は
寺
院
の
美
し
い
建
物
や
墓
地
以
外
に
は
何
も
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見
え
な
か
っ
た
し
、
そ
こ
へ
行
く
こ
と
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
外
科
医
は
、
治
療
後
、
日
本
人
か
ら
多
大
な
贈
り

物
を
与
え
ら
れ
た
。
Ｃ
・
シ
ャ
ム
、
、
ヘ
ル
ゲ
ル
氏
（
現
在
は
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
胃
昔
隠
揖
の
大
商
人
）
も
当
時
そ
れ
に
あ
ず
か
っ
た
ひ
と
り

で
あ
る
。
つ
ま
り
四
人
の
武
士
、
ま
た
は
厚
昌
ｇ
い
が
骨
折
り
に
対
す
る
贈
り
物
を
台
、
ま
た
は
駕
籠
恩
］
脚
置
昌
に
乗
せ
て
、
彼
の
も
と

に
公
式
に
持
参
し
た
。
日
本
人
は
生
来
派
手
好
き
で
、
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
好
む
の
で
あ
る
。
そ
の
贈
り
物
は
絹
の
服
、
豚
。
底
①
と

呼
ば
れ
る
日
本
の
ワ
イ
ン
、
さ
ら
に
長
円
形
の
金
貨
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
貨
は
し
か
し
（
残
念
な
が
ら
）
国
外
へ
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き

ず
、
彼
ら
の
貨
幣
制
度
に
従
っ
て
銀
に
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
代
り
に
（
船
が
着
く
と
す
ぐ
に
オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
を
調

べ
、
そ
の
図
に
十
分
気
を
つ
け
た
）
あ
の
検
査
官
た
ち
も
、
と
り
わ
け
外
科
や
薬
草
を
扱
っ
た
医
学
書
を
（
お
そ
ら
く
あ
の
医
術
に
対
す

（
四
）

る
特
別
な
好
意
か
ら
）
オ
ラ
ン
ダ
人
に
渡
し
た
。
ぷ
だ
り
に
口
外
し
な
い
と
い
う
条
件
つ
き
で
は
あ
っ
た
が
。

ア
ル
ノ
ル
ト
は
シ
ャ
ム
。
ヘ
ル
ゲ
ル
の
所
在
地
の
み
な
ら
ず
、
彼
が
本
来
の
職
を
辞
し
、
今
度
は
大
商
人
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
知
っ
て
い

た
。
こ
の
情
報
は
、
お
そ
ら
く
先
の
引
用
中
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ン
ス
ハ
イ
ム
乏
旨
島
①
旨
出
身
の
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
メ

ル
ク
ラ
イ
ン
宕
冨
昌
邑
志
。
号
冨
①
月
匡
命
冒
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
メ
ル
ク
ラ
イ
ン
は
一
六
四
四
年
か
ら
五
四
年
に
か
け
て
、
や
は
り
理
髪
外
科

医
呼
号
胃
と
し
て
東
イ
ン
ド
商
会
で
働
い
て
い
た
。
五
一
年
、
彼
の
船
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
号
〆
○
昌
侭
ぐ
四
目
厚
｝
３
号
は
シ
ャ
ム
を
出
港
し
、

八
月
三
日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
長
崎
に
寄
港
し
て
い
た
。
同
僚
で
あ
り
、
同
国
人
で
も
あ
っ
た
彼
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
こ
の
時
期
、
密
に

交
流
が
あ
っ
た
は
ず
だ
し
、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
人
は
活
動
の
自
由
が
き
び
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
滞
在
は
辛
抱
を
強
い
ら
れ
る
も
の
だ

っ
た
。
ア
ル
ノ
ル
ト
の
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
商
館
に
い
た
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
を
〃
○
胃
号
鈎
営
局
尉
″
と
呼
ん
で
お
り
、
彼
は
入
港
し
た
船

の
不
幸
な
同
僚
た
ち
を
、
身
分
の
高
い
日
本
人
の
治
療
の
た
め
に
、
順
食
に
長
崎
の
町
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
中
に
は
メ
ル
ク
ラ
イ
ン
自
身

も
い
て
、
お
そ
ら
く
、
も
っ
と
見
物
し
た
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
号
が
零
ハ
タ
ビ
ア
に
向
か
っ
て
出
航
し
た
と
き
、
前
商
館
長
ピ
ー
テ

ル
・
ス
テ
ル
テ
ー
ミ
ゥ
ス
国
艮
①
儲
聾
①
『
牙
①
日
旨
い
と
な
ら
ん
で
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヴ
ン
ク
ス
］
・
目
ご
ロ
⑦
如
く
目
鼻
“
と
交
代
し
た
カ
ス
パ
ル
・
シ

ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
も
お
そ
ら
く
乗
船
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
旅
は
五
一
年
十
二
月
十
二
日
ま
で
続
い
た
。
メ
ル
ク
ラ
イ
ン
と
シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
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バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
一
六
二
九
年
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
未
亡
人
は
猶
予
期
間
の
後
、
一
六
三
一
年
五
月
二
十
四

（
九
）

日
に
再
婚
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
若
い
カ
ス
パ
ル
が
、
東
イ
ン
ド
で
運
を
試
そ
う
と
決
心
す
る
原
因
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
が
三
十
年
戦
争
に
よ
っ
て
再
三
に
わ
た
り
損
害
を
蒙
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

シ
ャ
ム
．
、
ヘ
ル
ゲ
ル
は
五
八
年
に
出
生
地
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
の
市
民
権
を
得
て
い
る
の
で
、
遅
く
と
も
一
六
五
七
年
の
帰
国
船
で
書
ハ
タ
ビ
ァ
を

後
に
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
彼
が
日
本
の
医
学
史
上
で
果
た
し
た
重
要
な
役
割
か
ら
、
彼
が
大
学
教
育
を
受
け
た
医
師
で
あ
っ
た
と
思
い
が

ち
だ
が
、
し
か
し
博
士
号
な
ら
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
の
記
録
に
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
し
、
ま
た
正
式
に
開
業
で
き
る
医
師
の
免
許
が
あ
れ
ば
、

故
郷
で
も
あ
る
程
度
の
高
収
入
と
社
会
的
な
名
声
を
得
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
帰
国
後
、
商
人
と
し
て
の
地
位
を
選
ん
で

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
お
そ
ら
く
彼
は
、
東
イ
ン
ド
で
は
胃
『
亘
⑦
『
と
し
て
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
イ
ン
ド
商
会
の
商
人
た

娘
マ
ル
タ
・
フ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
言

（
八
）

ス
教
会
で
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。

の
交
流
は
二
人
の
帰
国
後
も
途
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
の
指
摘
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
シ
ャ

ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
、
し
た
が
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
人
で
は
な
く
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。
実
際
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
の
市
立
文
書
館
で
の
研
究
で
、
こ
の
事
実

が
確
認
さ
れ
た
。
一
六
三
九
’
八
三
年
の
戸
籍
簿
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
六
五
八
年
十
一
月
八
日
、
商
人
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
。
ヘ
ル
ゲ
ル
は
、
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
に
生
ま
れ
た
が
、
父
は
カ
ス
・
ハ
ル
誕
生
の
一

（
五
）

年
後
に
市
民
権
を
取
得
し
た
た
め
、
カ
ス
パ
ル
自
身
が
四
○
タ
ー
レ
ル
銀
貨
を
支
払
っ
て
宣
誓
を
し
た
。

つ
ま
り
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
ず
っ
と
出
生
地
の
市
民
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
六
五
八
年
帰
国
後
に
や
っ
と
市
民
権
を
得
た
。
父
祷
ハ
ル

タ
ザ
ー
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
因
島
富
吻
胃
砕
冨
日
胃
品
９
（
ケ
ー
ニ
ク
ス
ベ
ル
ク
尻
目
揖
号
の
品
の
商
人
）
が
一
六
二
四
年
八
月
十
三
日
に

（
一
ハ
）

市
民
権
を
得
た
こ
と
は
一
六
一
二
’
六
六
年
の
戸
籍
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ワ
イ
ン
商
人
と
し
て
フ
ラ
ン
ヶ
ン
卑
鱒
烏
ｇ
地
方
か
ら
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
に
来
た
父
親
は
、
一
六
二
二
年
九
月
三
日
に
、
当
市
の
商
人
の

（
七
）

娘
マ
ル
タ
・
フ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
冨
鱒
具
冒
国
営
鴨
胃
．
と
結
婚
す
る
。
そ
の
子
カ
ス
パ
ル
は
一
六
二
三
年
九
月
十
一
日
に
生
ま
れ
、
翌
日
ト
ー
マ
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彼
の
後
半
生
の
記
録
で
は
シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
は
「
市
民
に
し
て
商
人
冒
侭
関
巨
且
国
斡
且
農
日
脚
邑
昌
と
し
て
登
場
す
る
。
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ

ヒ
市
立
文
書
館
に
あ
る
、
一
六
六
九
年
か
ら
九
八
年
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
関
係
書
類
に
は
訴
訟
が
記
録
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
全
部
で
一
二
三
○

（
一
一
一
）

・
ヘ
ー
ジ
に
な
る
。
彼
の
家
庭
生
活
も
変
化
に
富
ん
で
い
た
。
一
六
五
九
年
一
月
二
十
五
日
に
、
商
人
ド
ゥ
ー
ゼ
ル
第
・
己
巨
唖
堅
の
、
二
十
六

（
一
二
一
）

歳
に
な
る
未
亡
人
と
結
婚
し
た
。
長
男
は
ま
だ
妊
娠
中
に
死
に
、
次
男
は
一
六
六
一
年
三
月
六
日
に
生
ま
れ
た
が
、
四
月
四
日
ま
で
し
か
生
き

（
一
四
）

な
か
っ
た
。
夫
人
は
出
産
後
し
ば
ら
く
し
て
、
三
月
十
九
日
に
亡
く
な
っ
た
。
ゲ
ー
ラ
ウ
①
①
国
匡
の
商
人
の
娘
、
十
七
歳
の
レ
ギ
ー
ナ
・

マ
リ
ア
・
コ
ン
ラ
ー
ト
閃
の
廻
国
胸
昌
自
画
○
○
日
員
と
の
再
婚
は
、
一
六
六
二
年
の
十
一
月
二
十
五
日
、
｜
ヨ
ラ
イ
教
会
の
近
く
に
あ
る
グ
リ

ミ
シ
ュ
①
凰
昌
“
９
通
り
の
シ
ャ
ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ
ル
家
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
婚
姻
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
市
の
名
士
に
な
っ
た
。
義
父
は

二
五
）

議
会
に
関
係
し
て
お
り
、
聖
ヨ
ハ
ニ
旨
冨
自
己
病
院
の
院
長
で
あ
り
、
商
人
だ
っ
た
。
二
人
に
は
息
子
が
六
人
、
娘
が
二
人
生
ま
れ
た
が
、

（
一
《
ハ
）

息
子
三
人
と
娘
ひ
と
り
は
幼
く
し
て
死
ん
だ
。
レ
ギ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
は
一
六
八
四
年
十
一
月
十
日
ま
で
生
き
た
。
六
十
二
歳
に
な
る
頃
、
カ
ス

パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
Ｑ
ｏ
茸
霞
＆
呼
匡
①
旨
胃
爲
の
未
亡
人
、
三
十
九
歳
の
オ
イ
フ
ロ
ジ
ー

（
一
七
）

ネ
・
ク
ラ
イ
ナ
ウ
園
§
胃
。
ぃ
旨
の
園
⑦
旨
い
目
を
妻
に
す
る
。
子
供
は
な
く
、
数
年
の
後
に
夫
人
は
一
六
八
八
年
五
月
十
八
日
に
亡
く
な
っ
た
。

ち
は
そ
の
記
録
に
国
胃
豆
胃
を
た
い
て
い
○
琶
昌
豊
目
つ
ま
り
外
科
医
と
し
て
記
し
て
い
る
。

十
五
、
六
世
紀
の
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
に
は
バ
ル
ビ
ー
ル
・
ギ
ル
ド
が
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
マ
イ
ス
タ
ー
に
な
る
た
め

二
○
）

に
は
十
六
世
紀
に
は
二
年
間
の
勤
続
年
数
が
必
要
だ
っ
た
。
十
七
世
紀
も
同
じ
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
外
科
医
と
し
て
の
教
育
に
つ
い

て
は
判
断
で
き
な
い
が
、
年
齢
的
に
は
八
’
一
○
年
の
外
科
医
修
業
は
可
能
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
船
医
と
し
て
求
職
す
る
際
に
オ
ラ
ン
ダ
で
は

ぐ
○
○
の
委
員
会
で
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
デ
ム
は
、
そ
の
外
科
医
ギ
ル
ド
に
比
較
的
き
び
し
い
基
準
を
設
け
て

い
た
。
応
募
者
に
は
ラ
ン
セ
ッ
ト
の
扱
い
、
三
杯
の
潟
血
、
外
科
と
用
具
に
つ
い
て
の
問
答
や
死
体
の
解
剖
が
要
求
さ
れ
た
。
適
当
な
死
体
が

足
り
な
い
と
き
、
後
者
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
ミ
ッ
デ
ル
ブ
ル
ク
冨
昼
号
］
冒
晶
で
は
一
六
四
八
年
頃
で
も
、
一
定
の
金

（
一
一
）

額
を
払
え
ば
合
格
で
き
た
。
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シ
ャ
ム
、
、
ヘ
ル
ゲ
ル
自
身
は
当
時
と
し
て
は
驚
く
べ
き
長
寿
で
、
八
十
三
歳
ま
で
生
き
て
い
る
。
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
の
埋
葬
記
録
に
は
、
彼
が
死

（
一
八
）

ん
だ
の
は
グ
リ
ミ
シ
ュ
通
り
で
一
七
○
六
年
四
月
八
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。

子
供
達
の
う
ち
医
史
学
上
興
味
深
い
の
は
、
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
ロ
ス
ト
国
曽
胃
吾
詞
○
胃
と
の
間
の
長
男
ヨ
ー
ハ
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

（
一
九
）

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
曽
冨
昌
昌
ｏ
言
冨
卿
国
砕
冨
日
冨
凋
の
同
（
一
六
六
七
年
六
月
二
十
一
日
’
一
七
○
六
年
八
月
四
日
）
で
あ
る
。
父
カ
ス
パ
ル

は
こ
の
息
子
ヨ
ー
ハ
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ァ
ン
が
職
業
を
選
ぶ
際
に
、
若
干
の
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
は
ま
ず
フ
ラ
イ

ベ
ル
ク
印
⑦
号
⑦
侭
で
鉱
山
学
を
、
続
い
て
医
学
を
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ど
ａ
ｏ
島
と
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
で
学
び
、
八
九
年
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ

で
博
士
号
を
取
っ
た
。
さ
ら
に
と
り
わ
け
開
業
医
学
、
助
産
法
、
自
然
科
学
を
学
ん
で
い
る
。
九
三
年
に
医
学
部
の
助
手
シ
鵲
の
弱
。
『
、
そ
れ
か

ら
化
学
の
助
教
授
、
生
理
学
の
教
授
、
そ
し
て
解
剖
学
の
教
授
に
な
っ
た
。
珍
し
い
物
の
小
陳
列
室
○
号
冒
曾
ぐ
。
昌
司
胃
目
９
首
百
房
３
３

野
。
胃
昌
の
所
有
者
と
し
て
実
験
の
講
義
○
○
号
哩
脚
①
×
胃
国
日
２
国
厨
も
行
っ
て
い
る
。
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
大
学
で
は
解
剖
学
教
室
目
胃
脚
言
巨
日

鱒
冒
翼
。
目
２
日
を
設
立
し
、
学
長
に
も
な
っ
た
。
カ
タ
リ
ー
ナ
・
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
シ
ャ
ッ
ヘ
ル
ｏ
目
昌
昌
四
国
冨
冨
昏
呼
冨
号
①
『
と
結
婚

し
、
子
供
が
四
人
生
ま
れ
て
い
る
。
最
初
の
子
は
祖
父
の
名
を
取
っ
て
カ
ス
パ
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
。
”
苔
胃
卑
討
号
旨
彦
と
名
付
け
ら
れ

た
。
末
子
の
ゴ
ッ
ト
ヘ
ル
フ
・
ア
ー
ブ
ラ
ハ
ム
①
ｇ
吾
の
帛
少
耳
騨
冒
日
と
い
う
名
に
は
長
寿
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
父
親
の
健

康
状
態
は
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
。
一
七
○
六
年
七
月
二
十
七
日
に
遺
言
し
、
八
月
四
日
、
父
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
死
後
四
ヵ
月

足
ら
ず
の
う
ち
に
、
四
十
歳
で
没
し
た
。
十
八
世
紀
に
出
た
ツ
ェ
ー
ド
レ
ル
の
著
名
な
百
科
全
書
に
よ
れ
ば
、
彼
は
在
職
中
に
死
亡
し
た
ラ
イ

（
二
○
）

プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
大
学
の
三
人
目
の
学
長
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
八
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
身
分
相
応
の
壮
厳
な
葬
式
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な

文
書
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
一
七
一
四
年
に
発
行
さ
れ
た
ヨ
ー
〈
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
菅
盲
目
目
菅
。
：
ぐ
。
鴨
］
の
『
ラ
イ
プ
ッ

（
一
一
一
）

イ
ッ
ヒ
年
鑑
』
に
は
父
カ
ス
パ
ル
の
肖
像
も
載
っ
て
い
る
（
図
）
。
莫
大
な
遺
産
を
め
ぐ
る
争
い
は
記
録
に
よ
る
と
一
七
五
○
年
ま
で
続
い
て
い

（
一
一
一
一
）

る
。
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
そ
の
息
子
が
相
次
い
で
没
し
た
た
め
、
借
金
の
返
済
規
定
や
莫
大
な
財
産
の
相
続
が
非
常
に
複
雑
な
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

／ハ、
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す
べ
て
の
東
イ
ン
ド
旅
行
者
が
夢
見
る
冒
険
と
富
を
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
ほ
ぼ
手
中
に
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
不
思
議
に

思
え
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
人
が
何
も
書
き
残
さ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
は
・
る
か
に
経
験
の
浅
い
ド
イ
ツ
人
た
ち
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
ザ
ー
ル

普
胃
、
メ
ル
ク
ラ
イ
ン
等
は
、
友
人
や
知
人
に
求
め
ら
れ
て
か
な
り
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
運
良
く
、
私
は
こ
の
点
で
も
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ

ル
の
手
書
き
原
稿
か
、
も
し
か
し
た
ら
印
刷
物
が
あ
る
と
い
う
証
拠
を
突
き
止
め
た
。
ド
イ
ツ
、
ギ
ー
セ
ン
国
島
目
の
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー
ニ

ぐ
巴
①
昌
目
教
授
（
一
六
五
七
’
一
七
二
九
年
）
は
十
八
世
紀
初
頭
に
『
博
物
館
ま
た
は
あ
ら
ゆ
る
物
質
と
香
辛
料
の
劇
場
』
と
い
う
医
学
的
、

（
一
一
一
二
）

文
化
史
的
に
興
味
深
い
著
作
を
出
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
植
物
や
、
あ
ら
ゆ
る
国
食
の
薬
に
関
す
る
論
文
で
、
読
書
家
の
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー

ニ
は
『
選
定
し
た
書
物
と
著
者
の
概
観
』
○
○
昌
胃
。
冒
唖
匡
耳
ｏ
昌
日
曾
少
員
。
旨
日
ど
屑
昌
○
日
目
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
当

時
の
文
献
表
示
で
は
ほ
と
ん
ど
要
約
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー
ニ
は
こ
の
表
の
中
で
《
碗
。
冨
日
胃
侭
旬
『
こ
§
○
日
吻
呂
の
弱
の
笛
Ⅱ

犀
堕
呂
鼠
冒
掲
》
》
つ
ま
り
『
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
日
本
旅
行
記
』
を
挙
げ
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
彼
は
そ
の
全
著
作
中
で
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル

蕊
図カスパル・シャムベルケルの肖像

の
名
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
し
か
触
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
だ
か

ら
彼
が
ど
こ
で
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
を
参
考
に
し
た
の
か
は
想
像
す
る

し
か
な
い
。
お
そ
ら
く
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
、
日
本
の
植
物
、
薬

草
や
薬
品
に
つ
い
て
何
か
を
書
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ヴ
ァ
レ
ン
テ

ィ
ー
ニ
は
そ
の
出
典
が
シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
の
印
刷
物
か
ら
で
あ
っ
た

か
、
そ
れ
と
も
手
書
き
原
稿
か
ら
で
あ
っ
た
か
を
明
確
に
し
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
手
書
き
記
録
か
ら
の
出
典
の
可
能
性
も
否
め
な

い
。
こ
の
資
料
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
手
を
尽
く
し
て

は
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ま
だ
手
掛
か
り
を
得
て
い
な
い
。
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文
献
お
よ
び
注

（
一
）
宗
田
一
『
図
説
日
本
医
療
文
化
史
』
一
二
三
’
一
二
七
頁
、
京
都
、
一
九
八
九
年
。

皇
）
戸
籍
簿
屋
詞
９
９
号
届
憩
Ｉ
岳
駕
．
＄
．

（
ご
戸
籍
簿
国
掲
の
』
・
冒
号
息
届
‐
晟
急
》
忠
．

ｅ
）
ｚ
涛
○
冨
胃
、
胃
の
婚
姻
原
簿
弓
国
巨
冒
呂
届
８
１
岳
困
ゞ
腿
酌

（
。
ご
〕
○
日
脚
の
胃
呂
⑦
の
洗
礼
簿
目
団
員
９
３
届
呂
Ｉ
届
誤
｝
届
浮
．

（
ご
罵
昌
国
宮
①
斤
匿
門
の
⑦
ご
届
き
唱
①
Ｐ
①
５
Ｎ
黄
）
の
通
知
。

（
一
ｓ
冒
畠
の
目
日
毎
円
の
の
胃
巨
Ｇ
言
①
号
門
聾
四
号
Ｆ
⑦
巷
Ｎ
繭
の
目
与
．
尻
．
ｇ
ご
所
長
の
通
知
。

（
二
）
、
向
匿
Ｏ
貝
①
》
ロ
・
叩
己
⑦
鴨
ロ
命
の
島
巨
昌
旦
①
旨
旦
①
口
昌
①
冒
騨
Ｑ
ｇ
○
○
里
ｌ
旨
呂
唖
呂
①
○
○
貝
も
Ｐ
咽
》
尉
旨
ｚ
①
号
門
盲
国
鳥
８
１
冒
島
鮮
麗
ｌ
忠
》
シ
冒
竺
㈹
ａ
貰
巨

（
四
）
シ
吋
旨
○
屋
》
②
念

（
一
己
○
言
詩
８
も
彦
戸
目
○
匡
軸
葛
異
〕
昏
籾
窟
函
の
罰
⑦
胃
冨
・
の
ぎ
Ｅ
侭
ｇ
〕
号
ｇ
角
白
骨
巨
侭
①
冒
尻
ｑ
凰
唱
ほ
こ
〕
Ｇ
』
ゆ
で
回
昌
曹
堕
Ｐ
昌
一
旨
ｇ
ｏ
ｏ
『
⑦
鱒
．
〔
・
・
・
〕
己
ｃ
ロ
⑤
国

昌
○
（
昏
胃
涜
島
揖
輿
」
○
写
Ｐ
昌
巳
】
四
８
－
〕
旨
（
肖
産
の
旨
く
く
○
昌
乏
甘
苦
凰
冒
○
翼
’
百
島
切
号
①
閥
ｇ
い
①
〔
・
‐
・
〕
．
置
蝉
ｚ
胃
Ｈ
旨
①
侭
〕
忌
忌
．

（
一
こ
閃
言
制
○
日
固
め
口
陸
四
（
房
○
置
胃
：

へヘヘヘヘハヘ
ー一一一一一一

ナしノー、－ビフペ五四三三
曹嘗写一雪一章

（
一
二
）

市
議
会
文
書
詞
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UberdasLebendesDejima-FaktoreiarztesCasparSchamberger

byWoligangMICHEL

（
③
）

ZurHerkunftCasparSchambergers,demVaterderjapanischen@Caspar-Chirurgenschule'existierten

bislangkeinerleiklareBelege.EinemHinweisinChristianArnoldsCCWahrhaftigeBeschreibungendreyer
machtigenK6nigreiche,Japan,SiamundKorea''(1672)fblgend,konnteichhierzueinigeUnterlagen
aufSphren.

SchambergerwurdealsSohndesfrdnkischenWeinhandlersBalthasarSchambergel、unddesscnEhe-
fiauMarthaamll.Septemberl623inLeipziggeboren.DerVaterstarbbereitsl629,dieMutter
heiratetel631erneut.DiesundderDreiBigjahrigeKriegdiirftenCasparveranlaBthaben,inden40er

JahreninOstindienseinGliickzusuchen.NachderRtickkehrerwarberl658dasBUr;rrechtseiner
GeburtsstadtundzogdembisherigenBerufdesBarbiersdengeachteterenStatuseinesHandelsmanns
vor.FastalleilberliefbrtenAktenbeschreibenRechtsquerelen、1659heirateteer,dochFrauundKind

の
ｏ
函



starbenbereitsl661.VondenachtKindernderl662geschlossenenfblgendenEheverstarbenvier
ゆ

vorzeitig,dieMutterverschiedl684.Mitknapp62JahrenheirateteSchambergereindrittesMalund
tiberlebteauchdieseFrau,biserschlieBlichimAltervon83Jahrenam8.Aprill706dasZeitliche
segnete.Kurzzuvorwarseinl667geboreneraltesterSohnJohannChristian,ProfbssorfilrAnatomie

●

undRektorderLeipzigerUniversitat,gestorben.

UnterdenLiteraturangabenMichaelB.Valentinisim"MuseumMuseorum"(1704)fandich
schlieBlicheinenVerweisauf@&SchambergersJaponischeReiB=Beschreibung".Bedauerlichweisemachte

Valentininichtdeutlich,woerdieReisebeschreibungzuRategezogenhatte,dochmuBteSchamberger
u・a.japanischeHeilmittelbeschriebenhaben.ZumVerbleibdiesesTextesergabensichtrotzintensiver

■ ■

NachfbrschungenbislangkeinerleiAnhaltspunkte.
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